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【手続補正書】
【提出日】平成24年11月9日(2012.11.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電源部を備え、外部機器と無線通信を行う際の通信にかかるモードを複数設定可能な携
帯情報端末であって、
　前記電源部のバッテリ容量を確認する確認手段と、
　前記複数設定された通信にかかるモードを切り替える閾値を記憶する記憶手段と、
　前記確認手段による確認の結果得られたバッテリ容量と、前記記憶手段により記憶され
た閾値とに従って、前記外部機器との通信にかかるモードを、前記複数設定された通信に
かかるモードの中から選択された他の通信にかかるモードに切り替える切り替え手段と
を有することを特徴とする携帯情報端末。
【請求項２】
　前記複数設定された通信にかかるモードをそれぞれ切り替えるバッテリ容量の閾値をそ
れぞれ登録する登録手段を更に備え、
　前記切り替え手段は、前記登録手段により登録されたバッテリ容量の閾値を用いて、通
信にかかるモードを切り替えることを特徴とする請求項１に記載の携帯情報端末。
【請求項３】
　アプリケーションを起動する起動手段を更に備え、
　前記確認手段は、前記起動手段によりアプリケーションが起動している間、所定のタイ
ミングで確認を行うことを特徴とする請求項１または２に記載の携帯情報端末。
【請求項４】
　前記通信にかかるモードには、外部機器と常時接続する常時接続モード、予め定められ
た接続ポイントに達した際に事前接続して通信後に切断する事前接続モード、通信を行う
都度接続と切断を行う都度接続モードとが含まれることを特徴とする請求項１乃至３のい
ずれか１項に記載の携帯情報端末。
【請求項５】
　電源部を備え、外部機器と無線通信を行う際の通信にかかるモードを複数設定可能であ
り、前記複数設定された通信にかかるモードを切り替える閾値を記憶する記憶手段とを有
する携帯情報端末における制御方法であって、
　前記電源部のバッテリ容量を確認する確認ステップと、
　前記確認ステップによる確認の結果得られたバッテリ容量と、前記記憶手段により記憶
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された閾値とに従って、前記外部機器との通信にかかるモードを、前記複数設定された通
信にかかるモードの中から選択された他の通信にかかるモードに切り替える切り替えステ
ップと
を含むことを特徴とする制御方法。
【請求項６】
　電源部を備え、外部機器と無線通信を行う際の通信にかかるモードを複数設定可能であ
り、前記複数設定された通信にかかるモードを切り替える閾値を記憶する記憶手段とを有
する携帯情報端末において実行可能なプログラムであって、
　前記電源部のバッテリ容量を確認する確認手段、
　前記確認手段による確認の結果得られたバッテリ容量と、前記記憶手段により記憶され
た閾値とに従って、前記外部機器との通信にかかるモードを、前記複数設定された通信に
かかるモードの中から選択された他の通信にかかるモードに切り替える切り替え手段
として前記携帯情報端末を機能させることを特徴とするプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明によれば、携帯情報端末のバッテリ容量に従って、携帯情報端末と外部機器との
通信にかかるモードを切り替えることを目的とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明は、電源部を備え、外部機器と無線通信を行う際の通信にかかるモードを複数設
定可能な携帯情報端末であって、前記電源部のバッテリ容量を確認する確認手段と、前記
複数設定された通信にかかるモードを切り替える閾値を記憶する記憶手段と、前記確認手
段による確認の結果得られたバッテリ容量と、前記記憶手段により記憶された閾値とに従
って、前記外部機器との通信にかかるモードを、前記複数設定された通信にかかるモード
の中から選択された他の通信にかかるモードに切り替える切り替え手段とを有することを
特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明によれば、携帯情報端末のバッテリ容量に従って、携帯情報端末と外部機器との
通信にかかるモードを切り替えることができる。
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